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北海道において、がん患者さんやご家族が相談できる場として、がん相談支援センターのほか、がん患者支援団体が
開設している相談窓口や患者サロンがある。
患者サロンは、患者団体が開催する地域サロンのほか、がん診療連携拠点病院等が運営する患者サロンがあり、
2015年当時は医療スタッフが運営、ミニレクチャー後の茶話会を開催する内容が主であった（サロン運営情報：北海
道がんハンドブック2015）。サロン運営は、患者会の患者ボランティアに協力を得ているサロンもあったが、病院職員の
みで運営している理由の一つには、無資格である患者ボランティアに個人情報保護、病院設備管理などの面から病院
主催の患者サロン運営を任せることに不安を感じる声があった。
がんピアサポーターの活動の場と情報共有の場の提供、質の維持向上について検討している中、認定がんネットワーク
ナビゲーター制度に着目し、2019年に北海道がんンターの当時の院長である加藤秀則先生（現：名誉院長）が、
北海道がん患者連絡会のがんピアサポーターに認定がんネットワークナビゲーター制度の重要性を伝え、がん相談支援
センターと病院主催のがん患者サロンの運営協力に同意を得たピアサポーターに対して、資格取得費用を援助したこと
もあり、19名が資格取得し道内で活動を開始した。

【北海道がん患者連絡会】

広大な北海道には全道各地にがん患者団体や患者支援団体が数多く活動しています。より多くのがん種の、より多く
の患者さんやご家族の切なる思いや願いを、行政や議会、医療機関などに発信するためこれらの活動団体と患者さん
達が結束しようと北海道がんセンター当時の院長である近藤啓史先生の声掛けで2017年3月に設立し、初代代表世
話人は近藤啓史先生、二代目代表世話人は加藤秀則先生（現：北海道がんセンター名誉院長、北海道対がん
協会副会長）、三代目代表世話人は北海道がんセンター院長 平賀博明先生が就任している。

（出展：北海道がんサポートハンドブック2024）

がん相談支援センターとピアサポーターのネットワーク
がん医療ネットワークシニアナビゲーター 木川 幸一

第61回日本癌治療学会学術集会
naviブース

特別企画
テーマ：がんを知り，がんと向き合い，未来を生きるための絆：ネットワーク・ナビ
ゲーターの役割
日 時：2024年10月25日（金）10：00‐11：30（学術集会2日目）
会 場：福岡国際会議場 第12会場 （5F 502）

認定がん医療ネットワークナビゲーター検証ワーキンググループによるワークショップ
日 時：2024年10月24日（木）14：20～15：50（学術集会1日目）
会 場：福岡国際会議場 第13会場（5F 503）

認定がん医療ネットワークナビゲーター交流会
テーマ：『ナビへのアクシビリティ向上』～ナビへつなげるために～
日 時：2024年10月25日（金）14：30～16：00（学術集会2日目）
会 場：福岡国際会議場 第13会場（5F 503）

認定がん医療ネットワークナビゲータースキルアップセミナー
日 時：10月26日（土） 8:30～12:00  
会 場：福岡国際会議場 第4会場（2F 203）

認定がん医療ネットワークナビゲーターと委員による相互交流会
テーマ：アクセシビリティーの向上を目指して ―病院研修における障壁の除去なら
びに効率的ながん患者さんとのネットワーク形成―
日 時：2024年10月26日（土）16：00～17：30（学術集会3日目）
会 場：福岡国際会議場 第12会場（5F 502）

プログラム参加には学術集会
への参加登録が必要です。

シニアnavi navi
e‐LEARNING

受講者 受講者数 シニアnavi navi
e-LEARNING受

講者 受講者数

北海道 12 13 7 32 滋賀県 4 0 7 11
青森県 0 6 1 7 京都府 1 1 3 5
岩手県 0 1 2 3 大阪府 3 19 22 44
宮城県 0 3 4 7 兵庫県 3 6 9 18
秋田県 1 13 2 16 奈良県 0 3 2 5
山形県 2 10 4 16 和歌山県 0 0 0 0
福島県 1 7 10 18 鳥取県 0 2 1 3
茨城県 0 3 3 島根県 0 1 1 2
栃木県 0 1 1 岡山県 1 4 4 9
群馬県 3 8 14 25 広島県 1 7 5 13
埼玉県 7 5 28 40 山口県 0 2 3 5
千葉県 1 9 16 26 徳島県 1 0 1
東京都 3 55 69 127 香川県 0 2 1 3
神奈川県 4 16 35 55 愛媛県 1 3 3 7
新潟県 2 4 7 13 高知県 0 2 2 4
富山県 0 0 0 福岡県 11 142 62 215
石川県 0 1 3 4 佐賀県 1 6 6 13
福井県 0 1 2 3 長崎県 0 10 14 24
山梨県 0 0 2 2 熊本県 7 31 38 76
長野県 0 3 6 9 大分県 2 20 12 34
岐阜県 2 5 5 12 宮崎県 0 1 1
静岡県 1 9 4 14 鹿児島県 0 3 7 10
愛知県 2 10 16 28 沖縄県 0 2 7 9
三重県 3 3 4 10 合計 80 453 450 983
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がんナビ制度は2013年に始まり1１年が経過しまし
たが、滋賀県ではまだほとんど理解されていないのが現
状で、行政、病院、医療者、さらには他の患者会に対
してもなかなか認識してもらえない状況です。今後は、
がんナビの存在を広く認知してもらい、がん患者会活
動の輪を広げていくため、まずがんナビであることを仲間
とともにしっかりと名乗ることが重要だと考えています。問
題点として、がんナビであるとこを名乗らないこと、がんナ
ビの認知不足が大きいと思うからです。
今後、課題解決のためには、①がんナビの存在を広め
るための広報活動強化②地域の行政機関や医療機
関との連携強化③がんナビの資格を持つメンバー自ら
が積極的に活動をアピールすることだと思います。また、
④活動内容を取りまとめ、地域の関係者や支援者に
配布することで、がんナビの活動を広く知ってもらい、支
援の輪を広げていくことも大切と考えます。
これらの取り組みを通じて、がんナビの認知度を向上さ
せ、がん患者会の活動をより効果的に継続していきた
いと考えます。

【表１】「がんの授業」実施状況

実施年度 実施学校数（校） 参加人数（人）

2017 14 1,646
2018 12 1,326
2019 10 896
2020

（コロナ禍）
1 94

2021 10 1,108
2022 13 810
2023 13 989
　合計 73 6,869
※2024

(６月末予約状況）
14 約1,000

2024年5月現在、北海道の認定がんネットワークナビゲーターは36名（うちシニア13名）中、25名が北海道がん
センターに所属している。
認定がんネットワークナビゲーター資格所持者のピアサポーターにおいては、北海道がんセンターのほか道内のがん診
療連携拠点病院等主催するがん患者サロンで患者支援に従事され、がん相談支援センターと連携した地域のがん診
療連携活動を推進している。
また、認定がんネットワークナビゲーターとして、所属するがん患者支援団体において、会員に加え相談対応するがん
患者さんに地域におけるがん診療情報や医療サービス情報を提供する役割も担っているほか、北海道がん患者連絡
会の役員として、地域におけるがん診療情報や医療サービス情報を収集し、行政などとも連携しながら積極的に活動
している。

３．がんナビ認知拡大の必要性

現在の活動

＝がんナビゲーターの活動はがん患者会の仲間と共に＝
がん医療ネットワークシニアナビゲーター 野﨑 安美

よりよいがん医療をめざす近江の会は、2015年8月にがん患者の呼びかけで発足しました。がんで苦しんでいる患者や
家族の支えになりたい！という思いがこの会の始まりです。この活動に賛同した医師たちも加わり、現在では患者とがん
専門医がタッグを組んで、小中学校での出前授業、企業研修、地元自治会でのがん教育などを行っています。活動の
中心となっているのはがん患者であり、医療者と連携しながら様々な活動を展開しています。
現在、会員はがんサバイバー8名と顧問医1名、協力医2名、協力薬剤師1名の計12名ですが、この中にシニアナビ
ゲーター4名、ナビゲーター1名、E‐ラーニング受講中1名がいます。
がんナビの制度や活動に賛同した会員が、資格を次々に取得し、患者が主導的に会を運営しながら、医師と協力して
活動を続けることで地域社会への貢献を果たしつつ、がん医療の質向上を目指しています。

２．がん啓発と患者支援

本会の活動目標は以下の3つです
・ 命を大切にする心をはぐくむ
・ がんの早期発見・治療の啓発
・ 納得のいくがん医療をめざす
これらの目標を達成するため、小中学校や自治会、企業などを訪問し、がんという病気の特徴やがん検診の重要性を
理解してもらう活動を行うとともに、がんに罹患した人や家族を支援するためのハートケアサロンも開催しています。現在
は、講演会活動も再開しました。
１）がん啓発：学校や行政・病院との連携
2017年度から、がんの授業・がんの出前講座を小中学校や市民、企業向けに提供しています。小中学校向けがんの
授業は、2023年度末までに73回6,869人に対して行いました。（表１）当日は、医師による講演40分の後、がん
患者が20分自身の体験を話しています。授業を行う際には、事前に学校や行政と十分連携し、生徒への配慮を含め
た充実した内容に仕上げています。授業を通じて、「命の大切さ」を伝えることで、終了後には多くの子供達から「がんに
なってもあきらめない心が大事」「将来がんになっても前向きに生きたい」という感想を聞かせてもらっており、子供達の声
が私たちの活動の励みとなっています。
２）患者支援：患者・家族をつなぐハートケアサロン
2022年7月から、がん患者の心を軽くし、生きる喜びを感じていただくため、毎月1回ハートケアサロンを開催しています。
これまでに23回開催し、延べ64人の利用がありました。がんナビ参加のもと、患者や家族の話をじっくり聞いています。ま
た、開催にあたっては、がん相談支援センターとの連携を大切にして情報を共有しています。
参加者からは、「皆さんの元気な姿が素晴らしい。自分も頑張りたい。」「治療方法に迷っていたが、自分で決める決意
をした。」などの声が毎回寄せられます。まだまだ新しいがん患者会ですが、「また来たい！」と思えるようなサロンになるよう
努力を続けたいと考えます。

課題

認定がんネットワークナビゲーターは北海道内の各地域で活動している。2024年5月31日に開催した第38回北海
道がん診療連携協議会がん専門相談実務者会議において、認定がんネットワークナビゲーターの業務内容など紹介さ
せていただいた。会議開催前に認定がんネットワークナビゲーターとがん相談支援センターとの連携について、尋ねたところ、
参加した16名の相談実務者のうち、連携したことがある相談員は2名であった。多くが連携したことがなく、名前も知ら
ないと回答した相談員は5名であった。

名前も知らない
名前だけ知って

いる
名前・役割も
知っている

連携したことはない 5 7 2

連携したことがある 0 0 2

１.患者主導でがん医療の質向上をめざす近江の会

今回のアンケート調査から導かれた今後の課題として、認定がんネットワークナビゲーターの活動を行う上で、がん診療
連携拠点病院・がん相談員との連携は不可欠である。北海道におけるがん相談員とシニアナビゲーターとの交流や相
談員の勉強会等の集まりにシニアナビゲーターを招待するなどし、互いの情報を交換する。異動で担当変更したがん相
談員にも配慮した、相談支援体制を構築していきたい。
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ないと回答した相談員は5名であった。

名前も知らない
名前だけ知って

いる
名前・役割も
知っている

連携したことはない 5 7 2

連携したことがある 0 0 2

１.患者主導でがん医療の質向上をめざす近江の会

今回のアンケート調査から導かれた今後の課題として、認定がんネットワークナビゲーターの活動を行う上で、がん診療
連携拠点病院・がん相談員との連携は不可欠である。北海道におけるがん相談員とシニアナビゲーターとの交流や相
談員の勉強会等の集まりにシニアナビゲーターを招待するなどし、互いの情報を交換する。異動で担当変更したがん相
談員にも配慮した、相談支援体制を構築していきたい。
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北海道において、がん患者さんやご家族が相談できる場として、がん相談支援センターのほか、がん患者支援団体が
開設している相談窓口や患者サロンがある。
患者サロンは、患者団体が開催する地域サロンのほか、がん診療連携拠点病院等が運営する患者サロンがあり、
2015年当時は医療スタッフが運営、ミニレクチャー後の茶話会を開催する内容が主であった（サロン運営情報：北海
道がんハンドブック2015）。サロン運営は、患者会の患者ボランティアに協力を得ているサロンもあったが、病院職員の
みで運営している理由の一つには、無資格である患者ボランティアに個人情報保護、病院設備管理などの面から病院
主催の患者サロン運営を任せることに不安を感じる声があった。
がんピアサポーターの活動の場と情報共有の場の提供、質の維持向上について検討している中、認定がんネットワーク
ナビゲーター制度に着目し、2019年に北海道がんンターの当時の院長である加藤秀則先生（現：名誉院長）が、
北海道がん患者連絡会のがんピアサポーターに認定がんネットワークナビゲーター制度の重要性を伝え、がん相談支援
センターと病院主催のがん患者サロンの運営協力に同意を得たピアサポーターに対して、資格取得費用を援助したこと
もあり、19名が資格取得し道内で活動を開始した。

【北海道がん患者連絡会】

広大な北海道には全道各地にがん患者団体や患者支援団体が数多く活動しています。より多くのがん種の、より多く
の患者さんやご家族の切なる思いや願いを、行政や議会、医療機関などに発信するためこれらの活動団体と患者さん
達が結束しようと北海道がんセンター当時の院長である近藤啓史先生の声掛けで2017年3月に設立し、初代代表世
話人は近藤啓史先生、二代目代表世話人は加藤秀則先生（現：北海道がんセンター名誉院長、北海道対がん
協会副会長）、三代目代表世話人は北海道がんセンター院長 平賀博明先生が就任している。

（出展：北海道がんサポートハンドブック2024）

がん相談支援センターとピアサポーターのネットワーク
がん医療ネットワークシニアナビゲーター 木川 幸一

第61回日本癌治療学会学術集会
naviブース

特別企画
テーマ：がんを知り，がんと向き合い，未来を生きるための絆：ネットワーク・ナビ
ゲーターの役割
日 時：2024年10月25日（金）10：00‐11：30（学術集会2日目）
会 場：福岡国際会議場 第12会場 （5F 502）

認定がん医療ネットワークナビゲーター検証ワーキンググループによるワークショップ
日 時：2024年10月24日（木）14：20～15：50（学術集会1日目）
会 場：福岡国際会議場 第13会場（5F 503）

認定がん医療ネットワークナビゲーター交流会
テーマ：『ナビへのアクシビリティ向上』～ナビへつなげるために～
日 時：2024年10月25日（金）14：30～16：00（学術集会2日目）
会 場：福岡国際会議場 第13会場（5F 503）

認定がん医療ネットワークナビゲータースキルアップセミナー
日 時：10月26日（土） 8:30～12:00  
会 場：福岡国際会議場 第4会場（2F 203）

認定がん医療ネットワークナビゲーターと委員による相互交流会
テーマ：アクセシビリティーの向上を目指して ―病院研修における障壁の除去なら
びに効率的ながん患者さんとのネットワーク形成―
日 時：2024年10月26日（土）16：00～17：30（学術集会3日目）
会 場：福岡国際会議場 第12会場（5F 502）

プログラム参加には学術集会
への参加登録が必要です。

シニアnavi navi
e‐LEARNING

受講者 受講者数 シニアnavi navi
e-LEARNING受

講者 受講者数

北海道 12 13 7 32 滋賀県 4 0 7 11
青森県 0 6 1 7 京都府 1 1 3 5
岩手県 0 1 2 3 大阪府 3 19 22 44
宮城県 0 3 4 7 兵庫県 3 6 9 18
秋田県 1 13 2 16 奈良県 0 3 2 5
山形県 2 10 4 16 和歌山県 0 0 0 0
福島県 1 7 10 18 鳥取県 0 2 1 3
茨城県 0 3 3 島根県 0 1 1 2
栃木県 0 1 1 岡山県 1 4 4 9
群馬県 3 8 14 25 広島県 1 7 5 13
埼玉県 7 5 28 40 山口県 0 2 3 5
千葉県 1 9 16 26 徳島県 1 0 1
東京都 3 55 69 127 香川県 0 2 1 3
神奈川県 4 16 35 55 愛媛県 1 3 3 7
新潟県 2 4 7 13 高知県 0 2 2 4
富山県 0 0 0 福岡県 11 142 62 215
石川県 0 1 3 4 佐賀県 1 6 6 13
福井県 0 1 2 3 長崎県 0 10 14 24
山梨県 0 0 2 2 熊本県 7 31 38 76
長野県 0 3 6 9 大分県 2 20 12 34
岐阜県 2 5 5 12 宮崎県 0 1 1
静岡県 1 9 4 14 鹿児島県 0 3 7 10
愛知県 2 10 16 28 沖縄県 0 2 7 9
三重県 3 3 4 10 合計 80 453 450 983
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